
第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

○学校法人愛知淑徳学園寄附行為  

第 １ 章  総 則  

（ 名 称 ）  

第 １ 条  こ の 法 人は、 学 校 法 人 愛 知 淑徳学 園 と 称 す る 。  

（ 事 務 所 ）  

第 ２ 条  こ の 法 人は、 事 務 所 を 愛 知 県名古 屋 市 千 種 区 桜 が丘２ ３ 番 地 に 置 く 。  

 

第 ２ 章  目 的 及 び設置 す る 学 校  

（ 目 的 ）  

第 ３ 条  こ の 法 人は、 教 育 基 本法 及 び 学校 教 育 法 に 従 い、 学校 教 育 を 行 う こ とを目 的

と す る 。  

（ 設 置 す る 学 校 ）  

第 ４ 条  こ の 法 人は、 前 条 に 規定 す る 目的 を 達 成 す る た め、次 に 掲 げ る 学 校 を設置 す

る 。  

（ １ ） 愛 知 淑 徳大 学  大 学 院  文 化 創造研 究 科 ・ 教 育 学研 究科 ・ 心 理 医 療 科学 研究

科 ・ グ ロ ー バ ル カ ルチ ャ ー ・ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 研

究 科 ・ ビ ジ ネ ス 研究科  

文 学 部  国 文 学 科・総 合 英 語 学 科 ・ 教育学 科 ・ 英 文 学 科  

人 間 情 報 学 部  人間情 報 学 科  

心 理 学 部  心 理 学科  

創 造 表 現 学 部  創造表 現 学 科  

健 康 医 療 科 学 部  医療 貢 献 学 科  

ス ポ ー ツ ・ 健 康 医科学 科  

                   健 康 栄 養 学 科  

福 祉 貢 献 学 部  福祉貢 献 学 科  

交 流 文 化 学 部  交流文 化 学 科  

ビ ジ ネ ス 学 部  ビジネ ス 学 科  

グ ロ ー バ ル ・ コ ミュニ ケ ー シ ョ ン 学 部  グ ロ ー バ ル ・ コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン 学 科  
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（ ２ ） 愛 知 淑 徳 高等学 校   全 日 制 課程  普 通 科  

（ ３ ） 愛 知 淑 徳 中学校  

（ 学 園 長 ）  

第 ４ 条 の ２  こ の 法人 が 設 置 す る 学 校の教 学 を 統 括 す る ため、 学 園 長 を 置 く 。  

２  学 園 長 は 、 理事会 で 選 任 す る 。  

 

第 ３ 章  役 員 及 び理事 会  

（ 役 員 ）  

第 ５ 条  こ の 法 人に、 次 の 役 員 を 置 く。  

（ １ ） 理 事  ８ 人以上 １ ０ 人 以 内  

（ ２ ） 監 事  ２ 人  

２  理 事 の う ち １人を 理 事 長 と し 、 理事総 数 の 過 半 数 の 議決に よ り 選 任 す る 。理事 長

の 職 を 解 任 す る ときも 、 同 様 と す る 。  

（ 理 事 会 ）  

第 ６ 条  こ の 法 人に理 事 を も っ て 組 織する 理 事 会 を 置 く 。  

２  理 事 会 は 、 学校法 人 の 業 務 を 決 し、理 事 の 職 務 の 執 行を監 督 す る 。  

３  理 事 会 は 、 理事長 が 招 集 す る 。  

４  理 事 長 は 、 理事総 数 の ３ 分 の ２ 以上の 理 事 か ら 会 議 に付議 す べ き 事 項 を 示して 理

事 会 の 招 集 を 請 求され た 場 合 に は 、 その請 求 の あ っ た 日 から７ 日 以 内 に 、 こ れを招

集 し な け れ ば な らない 。  

５  理 事 会 を 招 集する に は 、 各 理 事 及び監 事 に 対 し て 、 会議開 催 の 場 所 及 び 日時並 び

に 会 議 に 付 議 す べき事 項 を 書 面 又 は 電磁的 方 法 に よ り 通 知しな け れ ば な ら な い。  

６  前 項 の 通 知 は、会 議 の ７ 日 前 ま でに発 し な け れ ば な らない 。 た だ し 、 緊 急を要 す

る 場 合 は こ の 限 りでは な い 。  

７  理 事 会 に 議 長を置 き 、 理 事 長 を もって 充 て る 。  

８  理 事 長 が 第 ４項の 規 定 に よ る 招 集をし な い 場 合 に は 、招集 を 請 求 し た 理 事全員 が

連 名 で 理 事 会 を 招集す る こ と が で き る。  

９  前 項 の 規 定 及び第 １ １ 条 の ２ 第 ２項に 基 づ き 理 事 会 を招集 し た 場 合 に お ける理 事

会 の 議 長 は 、 出 席理事 の 互 選 に よ っ て定め る 。  

１ ０  理 事 会 は 、この 寄 附 行 為 に 別 段の定 め が あ る 場 合 を除く ほ か 、 理 事 総 数の過 半

数 の 理 事 が 出 席 しなけ れ ば 、 会 議 を 開き、 議 決 を す る こ とがで き な い 。 た だ し、第

１ ３ 項 の 規 定 に よる除 斥 の た め 過 半 数に達 し な い と き は 、この 限 り で は な い 。  
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１ １  前 項 の 場 合にお い て 、 理 事 会 に付議 さ れ る 事 項 に つき書 面 又 は 電 磁 的 方法を も

っ て 、 あ ら か じ め意思 を 表 示 し た 者 は、出 席 者 と み な す 。  

１ ２  理 事 会 の 議事は 、 法 令 及 び こ の寄附 行 為 に 別 段 の 定めが あ る 場 合 を 除 くほか 、

出 席 し た 理 事 の 過半数 で 決 し 、 可 否 同数の と き は 、 議 長 の決す る と こ ろ に よ る。  

１ ３  理 事 会 の 議事に つ い て 特 別 の 利害関 係 を 有 す る 理 事は、 議 決 に 加 わ る ことが で

き な い 。  

（ 業 務 の 決 定 の 委任）  

第 ６ 条 の ２  法 令 及 び こ の 寄 附 行 為 の 規 定 に よ り 評 議 員 会 に 付 議 し な け れ ば な ら な

い 事 項 そ の 他 こ の法人 の 業 務 に 関 す る重要 事 項 以 外 の 決 定であ っ て 、 あ ら かじ め理

事 会 に お い て 定 めたも の に つ い て は、 理事 会 に お い て 指 名した 理 事 に 委 任 す ること

が で き る 。  

（ 理 事 長 の 職 務 ）  

第 ７ 条  理 事 長 は、こ の 法 人 を 代 表 し、そ の 業 務 を 総 理 する。  

（ 理 事 の 代 表 権 の制限 ）  

第 ８ 条  理 事 長 以外の 理 事 は 、 こ の 法人の 業 務 に つ い て 、この 法 人 を 代 表 し ない。  

（ 理 事 長 職 務 の 代理等 ）  

第 ９ 条  理 事 長 に事故 が あ る と き、 又 は理 事 長 が 欠 け た ときは 、 あ ら かじ め 理 事会 に

お い て 定 め た 順 位に従 い 、 理 事 が そ の職務 を 代 理 し 、 又 はその 職 務 を 行 う 。  

（ 常 任 理 事 ・ 常 任理事 会 ）  

第 ９ 条 の ３  理 事 長 た る 理 事 以 外 の 理 事 の う ち 、 こ の 法 人 に 常 勤 す る 理 事 を 常 任 理 事

と す る 。  

２  理 事 長 及 び 常任理 事 は 、常 任 理 事 会を構 成 し ､理 事 会 の委 任を 受 け て こ の 法 人の経

常 的 業 務 を 執 行 する。  

３  常 任 理 事 会 は、理 事 長 が 招 集 し 、その 運 営 に つ い て は、理 事 会 に 関 す る 規定を 準

用 す る 。  

４  常 任 理 事 会 におい て 議 決 し た 事 項の要 旨 は 、次 の 理 事 会の会 議 に お い て ､理事 長が

報 告 し 承 認 を 得 るもの と す る 。  

（ 理 事 の 選 任 ）  

第 １ ０ 条  理 事 は 、次 の 各 号 に 掲 げ る者と す る 。  

（ １ ） 学 園 長  

（ ２ ） 愛 知 淑 徳 大学長  

3



第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

（ ３ ） 愛 知 淑 徳 中学・ 高 等 学 校 長 の うち、 理 事 会 に お い て選出 さ れ た 者 １ 人  

（ ４ ） 評 議 員 の うちか ら そ の 互 選 に よって 定 め ら れ た 者 ２人  

（ ５ ） 前 ４ 号 に 規定す る 理 事 の 過 半 数によ り 選 任 さ れ た 者３人 以 上 ５ 人 以 内  

２  前 項 第 １ 号 から第 ４ 号 に 規 定 す る理事 は 、 学 園 長 、 学長若 し く は 校 長 又 は評議 員

の 職 を 退 い た と きは、 理 事 の 職 を 失 うもの と す る 。  

（ 監 事 の 選 任 ）  

第 １ １ 条  監 事 は 、 こ の 法 人 の 理 事 、 職 員 （ 学 長 、 校 長 、 教 員 そ の 他 の 職 員 を 含 む 。

以 下 同 じ 。）、 評 議員又 は 役 員 の 配 偶 者若し く は 三 親 等 以 内の親 族 以 外 の 者 で あって

理 事 会 に お い て 選出し た 候 補 者 の う ちから 、 評 議 員 会 の 同意を 得 て 、 理 事 長 が選任

す る 。  

２  前 項 の 選 任 に当た っ て は 、 監 事 の独立 性 を 確 保 し 、 かつ、 利 益 相 反 を 適 切に防 止

す る こ と が で き る者を 選 任 す る も の とする 。  

（ 監 事 の 職 務 ）  

第 １ １ 条 の ２  監事は 、 次 の 各 号 に 掲げる 職 務 を 行 う 。  

（ １ ） こ の 法 人 の業務 を 監 査 す る こ と。  

（ ２ ） こ の 法 人 の財産 の 状 況 を 監 査 するこ と 。  

（ ３ ） こ の 法 人 の理事 の 業 務 執 行 の 状況を 監 査 す る こ と 。  

（ ４ ） こ の 法 人の 業務 若 し く は 財 産 の状況 又 は 理 事 の 業 務執行 の 状 況 に つ い て、毎

会 計 年 度 、 監 査 報告書 を 作 成 し 、 当 該会計 年 度 終 了 後 ２ 月以内 に 理 事 会 及 び

評 議 員 会 に 提 出 するこ と 。  

（ ５ ） 第 １ 号 から 第３ 号 ま で の 規 定 による 監 査 の 結 果 、こ の法 人 の 業 務 若 し くは財

産 又 は 理 事 の 業 務執行 に 関 し 不 正 の 行為又 は 法 令 若 し く は寄附 行 為 に 違 反 す

る 重 大 な 事 実 が あるこ と を 発 見 し た ときは 、 こ れ を 文 部 科学大 臣 に 報 告 し 、

又 は 理 事 会 及 び 評議員 会 に 報 告 す る こと。  

（ ６ ） 前 号 の 報告 をす る た め に 必 要 がある と き は 、 理 事長 に対 し て 理 事 会 及 び評議

員 会 の 招 集 を 請 求する こ と 。  

（ ７ ） こ の 法 人の 業務 若 し く は 財 産 の状況 又 は 理 事 の 業 務執行 の 状 況 に つ い て、理

事 会 に 出 席 し て 意見を 述 べ る こ と 。  

２  前 項 第 ６ 号 の請求 が あ っ た 日 か ら５日 以 内 に 、 そ の 請求が あ っ た 日 か ら ２週間 以

内 の 日 を 理 事 会 又は評 議 員 会 の 日 と する理 事 会 又 は 評 議 員会の 招 集 の 通 知 が 発せら

れ な い 場 合 に は 、その 請 求 を し た 監 事は、 理 事 会 又 は 評 議員会 を 招 集 す る こ とがで

き る 。  

３  監 事 は 、 理 事がこ の 法 人 の 目 的 の範囲 外 の 行 為 そ の 他法令 若 し く は 寄 附 行為に 違
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反 す る 行 為 を し 、又は こ れ ら の 行 為 をする お そ れ が あ る 場合に お い て 、 当 該 行為に

よ っ て こ の 法 人 に著し い 損 害 が 生 ず るおそ れ が あ る と き は、当 該 理 事 に 対 し 、当該

行 為 を や め る こ とを請 求 す る こ と が できる 。  

（ 役 員 の 任 期 ）  

第 １ ２ 条  役 員（ 第１ ０ 条 第 １ 項 第 １号か ら 第 ３ 号 に 規 定する 理 事 を 除 く 。以 下こ の

条 に お い て 同 じ 。）の任 期 は 、４ 年 と する 。た だ し 、欠 員 が 生じた 場 合 の 補 欠 の 役員

の 任 期 は 、 前 任 者の残 任 期 間 と す る ことが で き る 。  

２  役 員 は 、 再 任され る こ と が で き る。  

３  役 員 は 、 任 期満了 の 後 で も 、 後 任者が 選 任 さ れ る ま では、 な お 、 そ の 職 務（理 事

長 に あ っ て は 、 その職 務 を 含 む 。） を行 う。  

（ 役 員 の 補 充 ）  

第 １ ３ 条  理 事 又 は 監 事 の う ち 、 そ の 定 数 の ５ 分 の １ を こ え る も の が 欠 け た と き は 、

１ 月 以 内 に 補 充 しなけ れ ば な ら な い 。  

（ 役 員 の 解 任 及 び退任 ）  

第 １ ４ 条  役 員 が 次の 各 号 の １ に 該 当する に 至 っ た と き は、理 事 総 数 の ４ 分 の３以 上

出 席 し た 理 事 会 におい て 、 理 事 総 数 の４分 の ３ 以 上 の 議 決及び 評 議 員 会 の 議 決によ

り 、 こ れ を 解 任 するこ と が で き る 。  

（ １ ） 法 令 の 規 定又は こ の 寄 附 行 為 に著し く 違 反 し た と き。  

（ ２ ） 心 身 の 故 障のた め 職 務 の 執 行 に堪え な い と き 。  

（ ３ ） 職 務 上 の 義務に 著 し く 違 反 し たとき 。  

（ ４ ） 役 員 た る にふさ わ し く な い 重 大な非 行 が あ っ た と き。  

２  役 員 は 次 の 事由に よ っ て 退 任 す る。  

（ １ ） 任 期 の 満 了  

（ ２ ） 辞 任  

（ ３ ） 死 亡  

（ ４ ） 私 立 学 校法 第３ ８ 条 第 ８ 項 第 １号又 は 第 ２ 号 に 掲 げる事 由 に 該 当 す る に至っ

た と き 。  

（ 議 事 録 の 作 成 等）  

第 １ ５ 条  議 長 は 、理 事 会 の 開 催 の 場所（ 当 該 場 所 に 存 し ない 役 員 が 理 事 会 に出席 を

し た 場 合 に お け る当該 出 席 の 方 法 を 含む 。）及 び 日 時 並 び に 議決事 項 及 び そ の 他 の事

項 に つ い て 、 議 事録を 作 成 し な け れ ばなら な い 。  

２  議 事 録 に は 、出席 し た 理 事 及 び 監事が 署 名 （ 電 磁 的 記録に よ り 作 成 さ れ る議事 録
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に あ っ て は 、電 子署名 。以 下 同 じ 。）若しく は 記 名 押 印 し 、又は 議 長 並 び に 出 席した

理 事 の う ち か ら 互選さ れ た 理 事 ２ 人 以上及 び 出 席 し た 監 事が署 名 し 、 常 に こ れを事

務 所 に 備 え て 置 かなけ れ ば な ら な い 。  

３  利 益 相 反 取 引に関 す る 承 認 の 決 議につ い て は 、 理 事 それぞ れ の 意 思 を 議 事録に 記

載 し な け れ ば な らない 。  

 

第 ４ 章  評 議 員 会及び 評 議 員  

（ 評 議 員 会 ）  

第 １ ６ 条  こ の 法 人に 、 評 議 員 会 を 置く。  

２  評 議 員 会 は 、１８ 人 以 上 ２ ４ 人 以内の 評 議 員 を も っ て組織 す る 。  

３  評 議 員 会 は 、理事 長 が 招 集 す る 。  

４  評 議 員 会 を 招集す る に は 、 各 評 議員及 び 監 事 に 対 し て、会 議 の ７ 日 前 ま でに会 議

開 催 の 場 所 及 び 日時並 び に 会 議 に 付 議すべ き 事 項 を 、 書 面又は 電 磁 的 方 法 に より通

知 し な け れ ば な らない 。 た だ し 、 緊 急を要 す る 場 合 は 、 この限 り で は な い 。  

５  評 議 員 会 に 議長を 置 き 、 議 長 は 、評議 員 の う ち か ら 評議員 会 に お い て 選 任する 。  

６  理 事 長 は 、 評議員 総 数 の ３ 分 の １以上 の 評 議 員 か ら 会議に 付 議 す べ き 事 項を示 し

て 評 議 員 会 の 招 集を請 求 さ れ た 場 合 には ､そ の 請 求 の あ っ た日か ら ２ ０ 日 以 内 に 、こ

れ を 招 集 し な け ればな ら な い 。  

７  理 事 長 が 前 項の規 定 に よ る 招 集 をしな い 場 合 に は 、 評議員 の 過 半 数 の 連 名でこ れ

を 招 集 す る こ と ができ る 。  

８  評 議 員 会 は 、評議 員 総 数 の 過 半 数の出 席 が な け れ ば 、その 会 議 を 開 き 、 議決す る

こ と が で き な い 。ただ し 、 第 １ ２ 項 の規定 に よ る 除 斥 の ため過 半 数 に 達 し な いとき

は 、 こ の 限 り で はない 。  

９  前 項 の 場 合 におい て 、 評 議 員 会 に付議 さ れ る 事 項 に つき書 面 又 は 電 磁 的 方法を も

っ て 、 あ ら か じ め意思 を 表 示 し た 者 は、出 席 者 と み な す 。  

１ ０  評 議 員 会 の議事 は 、法 令 及 び こ の寄附 行 為 に 別 段 の 定めが あ る 場 合 を 除 くほか 、

出 席 し た 評 議 員 の過半 数 で 決 し 、 可 否同数 の と き は 、 議 長の決 す る と こ ろ に よる。  

１ １  前 項 の 場 合にお い て 、 議 長 は 、評議 員 と し て 議 決 に加わ る こ と が で き ない。  

１ ２  評 議 員 会 の議事 に つ い て 特 別 の利害 関 係 を 有 す る 評議員 は 、 議 決 に 加 わるこ と

が で き な い 。  

（ 諮 問 事 項 ）  

第 １ ７ 条  次 の 各 号に 掲 げ る 事 項 に ついて は 、理 事 長 に お いて 、あ ら か じ め 評 議員 会
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第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

の 意 見 を 聴 か な ければ な ら な い 。  

（ １ ） 予 算 及 び 事業計 画  

（ ２ ） 事 業 に 関 する中 期 的 な 計 画  

（ ３ ） 借 入 金 （ 当 該 会 計 年 度 内 の 収 入 を も っ て 償 還 す る 一 時 の 借 入 金 を 除 く 。） 及

び 基 本 財 産 の 処 分並び に 運 用 財 産 中 の不動 産 及 び 積 立 金 の処分  

（ ４ ） 役 員 に 対す る報 酬 等 （ 報 酬 、賞 与そ の 他 の 職 務 遂 行の対 価 と し て 受 け る財産

上 の 利 益 及 び 退 職手当 を い う 。 以 下 同じ 。） の 支 給 の 基 準  

（ ５ ） 予 算 外 の 新たな 義 務 の 負 担 又 は権利 の 放 棄  

（ ６ ） 寄 附 行 為 の変更  

（ ７ ） 合 併  

（ ８ ） 目 的 た る 事業の 成 功 の 不 能 に よる解 散  

（ ９ ） 寄 附 金 品 の募集 に 関 す る 事 項  

（ １ ０ ） そ の 他こ の法 人 の 業 務 に 関 する重 要 事 項 で 理 事 長にお い て 必 要 と 認 めるも

の  

（ 評 議 員 会 の 意 見具申 等 ）  

第 １ ８ 条  評 議 員 会は 、こ の 法 人 の業 務若 し く は 財 産 の 状況又 は 役 員 の 業 務 執行の 状

況 に つ い て 、 役 員に対 し て 意 見 を 述 べ、若 し く は そ の 諮 問に答 え 、 又 は 役 員 から報

告 を 徴 す る こ と ができ る 。  

（ 議 事 録 ）  

第 １ ９ 条  第 １ ５ 条第 １ 項 の 規 定 は 、評議 員 会 の 議 事 録 の作成 に つ い て 準 用 する。  

２  議 事 録 に は 、出席 し た 評 議 員 及 び監事 が 署 名 若 し く は記名 押 印 し 、 又 は 議長並 び

に 出 席 し た 評 議 員のう ち か ら 互 選 さ れた評 議 員 ２ 人 以 上 及び出 席 し た 監 事 が 署名し 、

常 に こ れ を 事 務 所に備 え て お か な け ればな ら な い 。  

（ 評 議 員 の 選 任 ）  

第 ２ ０ 条  評 議 員 は、 次 の 各 号 に 掲 げる者 と す る 。  

（ １ ） 学 園 長  

（ ２ ） こ の 法 人 の 職 員 （ こ の 法 人 の 設 置 す る 学 校 の 教 員 、 そ の 他 の 職 員 を 含 む 。）

の う ち か ら 理 事 会にお い て 選 任 さ れ た者  ３ 人 以 上 ５ 人 以内  

（ ３ ） こ の 法 人 の 設 置 す る 学 校 を 卒 業 し た 者 で 年 齢 ２ ５ 年 以 上 の も の の う ち か ら 、

理 事 会 に お い て 選任さ れ た 者  ３ 人  

（ ４ ） 評 議 員 から 選任 さ れ た 理 事 以 外の理 事 の う ち か ら 理事会 に お い て 選 任 された

者  ２ 人  

7



第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

（ ５ ） こ の 法 人の 設置 す る 学 校 に 在 籍する 学 生 及 び 生 徒 の保護 者 の う ち か ら 理事会

に お い て 選 任 さ れた者  ２ 人  

（ ６ ） こ の 法 人に 関係 あ る 学 識 経 験 者で第 １ 号 な い し 第 ５号に 規 定 す る 評 議 員の過

半 数 に よ り 選 任 された 者  ７ 人 以 上 １１人 以 内  

２  前 項 第 １ 号 、第２ 号 、 第 ４ 号 及 び第５ 号 に 規 定 す る 評議員 は 、 学 園 長 、 職員、 理

事 又 は 保 護 者 の 職又は 地 位 を 退 い た ときは 評 議 員 の 職 を 失うも の と す る 。  

（ 任 期 ）  

第 ２ １ 条  評 議 員（第 ２ ０ 条 第 １ 項 第１号 に よ る 評 議 員 を除く 。 以 下、 こ の 条 にお い

て 同 じ 。）の 任 期 は、４ 年 と す る 。た だし 、欠 員 が 生 じ た 場 合の補 欠 の 評 議 員 の 任期

は 、 前 任 者 の 残 任期間 と す る こ と が できる 。  

２  評 議 員 は 、 再任さ れ る こ と が で きる。  

３  評 議 員 は 、そ の任期 満 了 の 後 で も 後任者 が 選 任 さ れ る までは な お そ の 職 務 を行う 。 

（ 評 議 員 の 解 任 及び退 任 ）  

第 ２ １ 条 の ２  評議員 が 次 の 各 号 の １に該 当 す る に 至 っ たとき は 、評 議 員 総 数 の３ 分

の ２ 以 上 の 議 決 により 、 こ れ を 解 任 するこ と が で き る 。  

（ １ ） 心 身 の 故 障のた め 職 務 の 執 行 に堪え な い と き 。  

（ ２ ） 評 議 員 た るにふ さ わ し く な い 重大な 非 行 が あ っ た とき。  

２  評 議 員 は 次 の事由 に よ っ て 退 任 する。  

（ １ ） 任 期 の 満 了  

（ ２ ） 辞 任  

（ ３ ） 死 亡  

 

第 ５ 章  資 産 及 び会計  

（ 資 産 ）  

第 ２ ２ 条  こ の 法 人の 資 産 は 、 次 の 各号の 通 り と す る 。  

（ １ ） こ の 法 人の 組織 変 更 当 初 財 団 法人淑 徳 女 子 学 園 の 所属に 係 る 別 紙 財 産 目録記

載 の 財 産  

（ ２ ） 授 業 料 、 入学金 及 び 検 定 料  

（ ３ ） 資 産 か ら 生ずる 果 実  

（ ４ ） 寄 附 金  

（ ５ ） そ の 他 の 収入  
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第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

（ 資 産 の 区 分 ）  

第 ２ ３ 条  こ の 法 人の 資 産 は 、 こ れ を分け て 基 本 財 産 及 び運用 財 産 の 二 種 と する。  

２  基 本 財 産 は 、この 法 人 の 設 置 す る学校 に 必 要 な 施 設 及び設 備 又 は こ れ ら に要す る

資 金 と し 、 財 産 目録中 基 本 財 産 の 部 に記載 す る 財 産 及 び 将来基 本 財 産 に 編 入 された

財 産 と す る 。  

３  運 用 財 産 は 、この 法 人 の 設 置 す る学校 の 経 営 に 必 要 な財産 と し 、 財 産 目 録中運 用

財 産 の 部 に 記 載 する財 産 及 び 将 来 運 用財産 に 編 入 さ れ た 財産そ の 他 基 本 財 産 以外の

財 産 と す る 。  

４  寄 附 金 品 に ついて は 、 寄 附 者 の 指定が あ る 場 合 に は 、その 指 定 に 従 っ て 基本財 産

又 は 運 用 財 産 に 編入す る 。  

（ 基 本 財 産 等 の 処分の 制 限 ）  

第 ２ ４ 条  基 本 財 産並 び に 運 用 財 産 中の不 動 産 及 び 積 立 金は、こ れ を 処 分 して はな ら

な い 。 た だ し 、 この法 人 の 事 業 の 遂 行上や む を 得 な い 事 由があ る と き は 、 理 事会に

お い て 理 事 総 数 の３分 の ２ 以 上 の 議 決を得 て 、 そ の 一 部 に限り 処 分 す る こ と ができ

る 。  

（ 運 用 財 産 た る 現金の 運 用 ）  

第 ２ ５ 条  運 用 財 産の う ち 現 金 は 、確 実な 有 価 証 券 を 購 入する か 、確 実 な 信 託 銀行 に

信 託 す る か 、 又 は郵便 貯 金 若 し く は 定期貯 金 と し て 理 事 長が保 管 す る 。  

（ 経 費 の 支 弁 ）  

第 ２ ６ 条  こ の 法 人の 設 置 す る 学 校 の経営 に 要 す る 費 用 は、基 本 財 産 並 び に 運用財 産

中 の 不 動 産 及 び 積立金 か ら 生 ず る 果 実、授 業 料 収 入 、 入 学金収 入 、 検 定 料 収 入、寄

附 金 、 そ の 他 の 運用財 産 （ 不 動 産 及 び積立 金 を 除 く 。） をも って 支 弁 す る 。  

（ 会 計 ）  

第 ２ ７ 条  こ の 法 人の 会 計 は 、 学 校 法人会 計 基 準 に よ り 行う。  

（ 予 算 、 事 業 計 画及び 事 業 に 関 す る 中期的 な 計 画 ）  

第 ２ ８ 条  こ の 法 人 の 予 算 及 び 事 業 計 画 は 、 毎 会 計 年 度 開 始 前 に 、 理 事 長 が 編 成 し 、

理 事 会 に お い て 出席し た 理 事 の ３ 分 の２以 上 の 議 決 を 得 なけれ ば な ら な い 。 これに

重 要 な 変 更 を 加 えよう と す る と き も 、同様 と す る 。  

２  こ の 法 人 の 事業に 関 す る 中 期 的 な計画 は 、 原 則 ５ 年 以上に お い て 理 事 会 で定め る

期 間 ご と に 、 理 事長が 編 成 し 、 理 事 会にお い て 出 席 し た 理事の ３ 分 の ２ 以 上 の議決

を 得 な け れ ば な らない 。 こ れ に 重 要 な変更 を 加 え よ う と すると き も 、 同 様 と する。  
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第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

（ 決 算 及 び 実 績 の報告 ）  

第 ２ ９ 条  こ の 法 人の 決 算 は 、毎 会 計 年度 終 了 後 ２ 月 以 内に作 成 し 、監 事 の 意 見を 求

め る も の と す る 。  

２  理 事 長 は 、毎 会計年 度 終 了 ２ 月 以 内に 、決 算 及 び 事 業 の 実績を 評 議 員 会 に 報 告し、

そ の 意 見 を 求 め なけれ ば な ら な い 。  

（ 資 産 総 額 の 変 更登記 ）  

第 ３ ０ 条  こ の 法 人の 資 産 総 額 の 変 更は、毎 会 計 年 度 末の 現在 に よ り 会 計 年 度終了 後

３ 月 以 内 に 登 記 しなけ れ ば な ら な い 。  

（ 財 産 目 録 等 の 備付け 及 び 閲 覧 ）  

第 ３ １ 条  こ の 法 人は 、 毎 会 計 年度 終 了後 ２ 月 以 内 に 財 産目録 、 貸 借 対 照表 、 収支 計

算 書 、 事 業 報 告 書及び 役 員 等 名 簿 （ 理事、 監 事 及 び 評 議 員の氏 名 及 び 住 所 を 記載し

た 名 簿 を い う 。）を 作成 し な け れ ば な らない 。  

２  こ の 法 人 は 、前項 の 書 類 、 監 査 報告書 、 役 員 に 対 す る報酬 等 の 支 給 の 基 準及び 寄

附 行 為 を 各 事 務 所に備 え て 置 き 、 請 求があ っ た 場 合 に は 、正当 な 理 由 が あ る 場合を

除 い て 、 こ れ を 閲覧に 供 し な け れ ば ならな い 。  

３  前 項 の 規 定 にかか わ ら ず 、 こ の 法人は 、 役 員 等 名 簿 につい て 同 項 の 請 求 があっ た

場 合 に は 、 役 員 等名簿 に 記 載 さ れ た 事項中 、 個 人 の 住 所 に係る 記 載 の 部 分 を 除外し

て 、 同 項 の 閲 覧 をさせ る こ と が で き る。  

（ 情 報 の 公 表 ）  

第 ３ ２ 条  こ の 法 人は 、 次 の 各 号に 掲 げる 場 合 の 区 分 に 応じ、 遅 滞 な く、 イ ン ター ネ

ッ ト の 利 用 に よ り、当 該 各 号 に 定 め る事項 を 公 表 し な け ればな ら な い 。  

（ １ ） 寄 附 行 為若 しく は 寄 附 行 為 変 更の認 可 を 受 け た と き、又 は 寄 附 行 為 変 更の届

出 を し た と き  寄附行 為 の 内 容  

（ ２ ） 監 査 報 告 書を作 成 し た と き  当該監 査 報 告 書 の 内 容  

（ ３ ） 財 産 目 録、 貸借 対 照 表 、 収 支 計算書 、 事 業 報 告 書 及び役 員 等 名 簿 （ 個 人の住

所 に 係 る 記 載 の 部分を 除 く 。） を 作 成し たと き  こ れ ら の 書類の 内 容  

（ ４ ） 役 員 に 対 する報 酬 等 の 支 給 の 基準を 定 め た と き  当該報 酬 等 の 支 給 の 基準  

（ 役 員 の 報 酬 ）  

第 ３ ３ 条  役 員 に 対し て 、別 に 定 める 報酬 等 の 支 給 の 基 準に従 っ て 算 定 し た 額を報 酬

等 と し て 支 給 す ること が で き る 。  
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第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

（ 会 計 年 度 ）  

第 ３ ４ 条  こ の 法 人の 会 計 年 度 は 、４ 月１ 日 に 始 ま り 、翌 年３ 月 ３ １ 日 に 終 わるも の

と す る 。  

（ 予 算 外 の 新 た な義務 の 負 担 又 は 権 利の放 棄 ）  

第 ３ ５ 条  予 算 を もっ て 定 め る も の を除く ほ か 、新 た に 義 務の 負 担 を し 、又 は 権利 の

放 棄 を し よ う と すると き は 、 理 事 会 におい て 出 席 し た 理 事の３ 分 の ２ 以 上 の 議決が

な け れ ば な ら な い。借 入 金 （ 当 該 会 計年度 内 の 収 入 を も って償 還 す る 一 時 の 借入金

を 除 く 。） に つ いて も、 同 様 と す る 。  

 

第 ６ 章  解 散 及 び合併  

（ 解 散 ）  

第 ３ ６ 条  こ の 法 人は 、私 立 学 校 法第 ５０ 条 第 １ 項 第 ３ 号から 第 ６ 号 ま で に 掲げる 事

由 に よ る ほ か 、 理事会 に お け る 理 事 総数の ３ 分 の ２ 以 上 の議決 及 び 評 議 員 会 の議決

に よ っ て 解 散 す る。  

２  前 項 の 事 由 による 解 散 は 、 文 部 科学大 臣 の 認 可 を 受 けなけ れ ば そ の 効 力 を生じ な

い 。  

３  目 的 た る 事 業の成 功 不 能 に よ る 解散は 、 理 事 会 に お ける出 席 し た 理 事 の ３分の ２

以 上 の 議 決 が な ければ な ら な い 。  

４  前 項 の 事 由 による 解 散 は 、 文 部 科学大 臣 の 認 定 を 受 けなけ れ ば そ の 効 力 を生じ な

い 。  

（ 残 余 財 産 の 帰 属者）  

第 ３ ７ 条  こ の 法 人 が 解 散 し た 場 合 （ 合 併 又 は 破 産 に よ る 解 散 を 除 く 。） に お け る 残

余 財 産 は 、 解 散 のとき に お け る 理 事 会にお い て 出 席 し た 理事の ３ 分 の ２ 以 上 の議決

に よ り 選 定 し た 学校法 人 又 は 教 育 の 事業を 行 う 公 益 社 団 法人若 し く は 公 益 財 団法人

に 帰 属 す る 。  

（ 合 併 ）  

第 ３ ８ 条  こ の 法 人が 合 併 し よ う と すると き は 、理 事 会に おい て 理 事 総 数 の ３分の ２

以 上 の 議 決 及 び 評議員 会 の 議 決 が な ければ な ら な い 。  

２  合 併 は 、 文 部科学 大 臣 の 認 可 を 受けな け れ ば そ の 効 力を生 じ な い 。  
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第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

第 ７ 章  寄 附 行 為の変 更  

（ 寄 附 行 為 の 変 更）  

第 ３ ９ 条  こ の 法 人の 寄 附 行 為 を 変 更しよ う と す る と き は、理 事 会 に お い て 出席し た

理 事 の ３ 分 の ２ 以上の 議 決 を 得 て 、 文部科 学 大 臣 の 認 可 を受け な け れ ば な ら ない。  

２  私 立 学 校 法 施行規 則 に 定 め る 届 出事項 に つ い て は 、 前項の 規 定 に か か わ らず、 理

事 会 に お い て 出 席した 理 事 の ３ 分 の ２以上 の 議 決 を 得 て 、文部 科 学 大 臣 に 届 け出な

け れ ば な ら な い 。  

第 ８ 章  補 則  

（ 書 類 及 び 帳 簿 の備付 ）  

第 ４ ０ 条  こ の 法 人は 、第 ３ １ 条 第 ２ 項の 書 類 の ほ か 、次 の各 号 に 掲 げ る 書 類及び 帳

簿 を 、 常 に 各 事 務所に 備 え て 置 か な ければ な ら な い 。  

（ １ ） 役 員 及 び 評議員 の 履 歴 書  

（ ２ ） 収 入 及 び 支出に 関 す る 帳 簿 及 び証ひ ょ う 書 類  

（ ３ ） そ の 他 必 要な書 類 及 び 帳 簿  

（ 公 告 の 方 法 ）  

第 ４ １ 条  こ の 法 人の 公 告 は 、 学 校 法人愛 知 淑 徳 学 園 掲 示場に 掲 示 し て 行 う 。  

（ 施 行 細 則 ）  

第 ４ ２ 条  こ の 寄 附 行 為 の 施 行 に つ い て の 細 則 そ の 他 こ の 法 人 及 び こ の 法 人 の 設 置

す る 学 校 の 管 理 及び運 営 に 関 し 必 要 な事項 は 、 理 事 会 が 定める 。  

（ 責 任 の 免 除 ）  

第 ４ ３ 条  役 員 が 任 務 を 怠 っ た こ と に よ っ て 生 じ た 損 害 に つ い て こ の 法 人 に 対 し 賠

償 す る 責 任 は 、 職務を 行 う に つ き 善 意でか つ 重 大 な 過 失 がなく 、 そ の 原 因 や 職務執

行 状 況 な ど の 事 情を勘 案 し て 特 に 必 要と認 め る 場 合 に は 、役員 が 賠 償 の 責 任 を負う

額 か ら 私 立 学 校 法にお い て 準 用 す る 一般社 団 法 人 及 び 一 般財団 法 人 に 関 す る 法律の

規 定 に 基 づ く 最 低責任 限 度 額 を 控 除 して得 た 額 を 限 度 と して理 事 会 の 議 決 に よって

免 除 す る こ と が できる 。  

（ 責 任 限 定 契 約 ）  

第 ４ ４ 条  理 事（ 理事 長 、 常 任 理事 、 業務 を 執 行 し た そ の他の 理 事 又 は こ の 法人の 職

員 で な い も の に 限る 。）又 は 監 事（ 以 下 この条 に お い て「 非 業 務執行 理 事 等 」と い う 。）

が 任 務 を 怠 っ た ことに よ っ て 生 じ た 損害に つ い て こ の 法 人に対 し 賠 償 す る 責 任は、

当 該 非 業 務 執 行 理事等 が 職 務 を 行 う につき 善 意 で か つ 重 大な過 失 が な い と き は、役
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第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

員 報 酬 額 の ２ 倍 の額で あ ら か じ め 定 めた額 と 私 立 学 校 法 におい て 準 用 す る 一 般社団

法 人 及 び 一 般 財 団法人 に 関 す る 法 律 の規定 に 基 づ く 最 低 責任限 度 額 と の い ず れか高

い 額 を 限 度 と す る旨の 契 約 を 非 業 務 執行理 事 等 と 締 結 す ること が で き る 。  

 

附  則  

１  こ の 法 人 の 組織変 更 当 初 の 役 員 は、次 の 通 り と す る 。  

理 事 長  小 林 慶 一郎  

理  事  浜 島 一 郎  

 〃   小 林 素 三郎  

 〃   河 田 四 郎  

 〃   横 井 ゆ き  

 〃   高 取 才 助  

 〃   加 藤 繁 治  

 〃   長 屋 弘  

監  事  青 井 節 郎  

 〃   友 田 久 米治  

２  前 項 の 役 員 は、こ の 寄 附 行 為 の 認可後 役 員 が 選 任 さ れるま で 第 １ ０ 条 及 び 第

１ １ 条 の 規 定 に かかわ ら ず こ の 法 人 の役員 と な る 。  

３  附 則 第 １ 項 の役員 は 、 寄 附 行 為 の認可 後 役 員 が 選 任 された な ら ば そ の 役 を 退

か ね ば な ら な い 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 大 臣 認 可 の 日 （昭和 ５ ２ 年 ８ 月 ２ ６日） か ら 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 大 臣 認 可 の 日 （昭和 ５ ４ 年 ９ 月 ２ ０日） か ら 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 大 臣 認 可 の 日 （昭和 ５ ９ 年 １ ２ 月 ２２日 ） か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 大 臣 認 可 の 日 （昭和 ６ ０ 年 １ １ 月 ２７日 ） か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 大 臣 認 可 の 日 （昭和 ６ １ 年 １ ２ 月 ２３日 ） か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 大 臣 認 可 の 日 （平成 元 年 ３ 月 １ ７ 日）か ら 施 行 す る 。  
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第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 大 臣 認 可 の 日 （平成 元 年 ６ 月 １ ２ 日）か ら 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 大 臣 認 可 の 日 （平成 ２ 年 １ ２ 月 ２ １日） か ら 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 大 臣 認 可 の 日 （平成 ６ 年 １ ２ 月 ２ １日） か ら 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 大 臣 認 可 の 日 （平成 ７ 年 ３ 月 １ ６ 日）か ら 施 行 す る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  平 成 ７ 年 ９ 月１日 文 部 大 臣 認 可 の寄附 行 為 は 、 平 成 ８年４ 月 １ 日 か ら 施 行 す

る 。  

（ 愛 知 淑 徳 短 期 大学の 家 政 学 科 、国 文 学 科及 び 英 文 学 科 の 存続に 関 す る 経 過 措 置） 

２  愛 知 淑 徳 短 期大学 の 家 政 学 科 、 国文学 科 及 び 英 文 学 科は、 改 正 後 の 寄 附 行 為

の 第 ４ 条 第 ２ 号 の規定 に か か わ ら ず 、平成 ８ 年 ３ 月 ３ １ 日に当 該 学 科 に 在 学 す

る も の が 当 該 学 科に在 学 し な く な る までの 間 、 存 続 す る ものと す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 大 臣 認 可 の 日 （平成 １ ０ 年 １ ０ 月 ２７日 ） か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 大 臣 認 可 の 日 （平成 １ ０ 年 １ ２ 月 ２２日 ） か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 大 臣 認 可 の 日 （平成 １ １ 年 １ ２ 月 ２２日 ） か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 科 学 大 臣 認 可 の日（ 平 成 １ ４ 年 ４ 月１日 ） か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文 部科 学 大 臣 認 可 の 日（ 平成 １ ４ 年 ７ 月 ３ ０日 ）か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 科 学 大 臣 か ら 設置届 出 書 に つ い て の受理 通 知 書 の 出 さ れ た

日 （ 平 成 １ ５ 年 ６月２ ６ 日 ） か ら 施 行する 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 科 学 大 臣 認 可 の日（ 平 成 １ ５ 年 １ １月２ ７ 日 ） か ら 施 行 す

る 。  
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第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 科 学 大 臣 へ 届 け出た 日 （ 平 成 １ ６ 年６月 ２ ５ 日 ） か ら 施 行

す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文 部科 学 大 臣 認 可 の 日（ 平成 １ ７ 年 ２ 月 ２ ５日 ）か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文 部科 学 大 臣 認 可 の 日（ 平成 １ ７ 年 １ ２ 月 ５日 ）か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 科 学 大 臣 認 可 の日（ 平 成 １ ８ 年 １ １月３ ０ 日 ） か ら 施 行 す

る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 寄 附 行 為は、 グ ロ ー バ ル カ ルチャ ー ・ コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 研 究 科 の 設 置

を 文 部 科 学 大 臣 に届け 出 た 日 （ 平 成 １９年 ４ 月 １ ９ 日 ） から施 行 す る 。  

２  コ ミ ュ ニ ケ ーショ ン 研 究 科 は 平 成２０ 年 ３ 月 ３ １ 日 現在に 在 籍 す る 学 生 が 修

了 し た と き に 廃 止し、 こ れ に 伴 う 寄 附行為 変 更 を す る も のとす る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、平成 １ ９ 年 １ １ 月 １０日 か ら 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、平成 ２ １ 年 ４ 月 １ 日に施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 科 学 大 臣 認 可 の日（ 平 成 ２ １ 年 １ ０月３ ０ 日 ） か ら 施 行 す

る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 寄 附 行 為は、 平 成 ２ ２ 年 ４ 月１日 に 施 行 す る 。  

（ コ ミ ュ ニ ケ ー ション 学 部 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 心 理 学 科 の存続 に 関 す る 経 過 措置 ） 

２  愛 知 淑 徳 大 学のコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン学 部 コ ミ ュ ニ ケ ーショ ン 心 理 学 科 は 、 改

正 後 の 寄 附 行 為 の第４ 条 第 １ 号 の 規 定にか か わ ら ず 、 平 成２２ 年 ３ 月 ３ １ 日 に

当 該 学 科 に 在 学 するも の が 当 該 学 科 に在学 し な く な る ま での間 、 存 続 す る も の

と す る 。  
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第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、平成 ２ ４ 年 ４ 月 １ 日から 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 科 学 大 臣 に 届 出書が 受 理 さ れ た 日 （平成 ２ ４ 年 １ １ 月 ２ ４

日 ） か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、平成 ２ ６ 年 ６ 月 １ 日から 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、平成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日から 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文 部科 学 大 臣 認 可 の 日（ 平成 ２ ７ 年 ８ 月 １ ７日 ）か ら 施 行 す る。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 寄 附 行 為は、 平 成 ２ ８ 年 ４ 月１日 か ら 施 行 す る 。  

（ メ デ ィ ア プ ロ デュー ス 学 部 メ デ ィ アプロ デ ュ ー ス 学 科 の存続 に 関 す る 経 過 措置 ） 

２  愛 知 淑 徳 大 学のメ デ ィ ア プ ロ デ ュース 学 部 メ デ ィ ア プロデ ュ ー ス 学 科 は 、 改

正 後 の 寄 附 行 為 の第４ 条 第 １ 号 の 規 定にか か わ ら ず 、 平 成２８ 年 ３ 月 ３ １ 日 に

当 該 学 科 に 在 学 するも の が 当 該 学 科 に在学 し な く な る ま での間 、 存 続 す る も の

と す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、平成 ２ ８ 年 ６ 月 １ 日から 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文 部科 学 大 臣 認 可 の 日（ 平成 ２ ８ 年 ８ 月 ３ １日 ）か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、平成 ２ ９ 年 ６ 月 １ 日から 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、平成 ２ ９ 年 １ ２ 月 １日か ら 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、平成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日から 施 行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文 部科 学 大 臣 認 可 の 日（ 平成 ３ ０ 年 ９ 月 １ ３日 ）か ら 施 行 す る。  
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第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、平成 ３ ０ 年 １ ２ 月 １日か ら 施 行 す る 。  

附  則  

令 和 ２ 年 ２ 月 ３ 日文部 科 学 大 臣 認 可 のこの 寄 附 行 為 は 、 令和２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施

行 す る 。  

附  則  

こ の 寄 附 行 為 は 、文部 科 学 大 臣 認 可 の日（ 令 和 ４ 年 ２ 月 ２８日 ） か ら 施 行 す る。  
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学校法人愛知淑徳学園寄附行為 新旧対照表 
新 旧 

（設置する学校） 

第４条 この法人は前条に規定する目的を達成するために次に掲げる学校を設置す

る。 

（１）愛知淑徳大学 大学院 文化創造研究科、教育学研究科、心理医療科学研究

科、健康栄養科学研究科、グローバルカルチャー・

コミュニケーション研究科、ビジネス研究科 

文学部 国文学科、総合英語学科、教育学科、英文学科 

            人間情報学部 人間情報学科 

心理学部 心理学科 

創造表現学部 創造表現学科 

健康医療科学部 医療貢献学科 

スポーツ・健康医科学科 

健康栄養学科 

福祉貢献学部 福祉貢献学科 

交流文化学部 交流文化学科 

ビジネス学部 ビジネス学科 

グローバル・コミュニケーション学部 グローバル・コ 

ミュニケーション学科 

 

 

 

附 則 

    この寄附行為は、文部科学大臣認可の日（令和 年 月 日）から施行する。 

 

（設置する学校） 

第４条 この法人は前条に規定する目的を達成するために次に掲げる学校を設置す

る。 

（１）愛知淑徳大学 大学院 文化創造研究科・教育学研究科・心理医療科学研究

科・グローバルカルチャー・コミュニケーション研

究科・ビジネス研究科 

文学部 国文学科・総合英語学科・教育学科・英文学科 

            人間情報学部 人間情報学科 

心理学部 心理学科 

創造表現学部 創造表現学科 

健康医療科学部 医療貢献学科 

スポーツ・健康医科学科 

健康栄養学科 

福祉貢献学部 福祉貢献学科 

交流文化学部 交流文化学科 

ビジネス学部 ビジネス学科 

グローバル・コミュニケーション学部 グローバル・コ 

ミュニケーション学科 
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様式第４号その１（第１１条関係）

千円

千円

千円

千円

6,238千円

38,811千円

38,811千円

0千円 38,811千円

6,238千円

38,811千円

0千円

0千円

0千円 0千円

0千円 0千円

0千円0千円

0千円

0千円

0千円

0千円

0千円 0千円

0千円 0千円

0千円

0千円

263千円

0千円

0千円

0千円

0千円

0千円

32,310千円 32,310千円

263千円

0千円

設置経費及び経常経費並びにその支払い計画を記載した書類

年 度
開設年度の前年度 開設年度

経費の見積り及び資金計画を記載した書類

合 計
区 分

令和3年度 令和7年度令和4年度

新設校の開設年度の経常経費

合 計

既
設
校
か
ら
の

転
共
用

教具・校具・備品

施
設

設
備

基　　　準　　　内

図 書

基　　　準　　　外

5,582

3,850

60,630

0

0千円

設
置
経
費

小 計

設

備

施

設

基 準 内

基 準 外

校 地

（ う ち 造 成 費 ）

図 書

教 具

校 具

備 品

0千円 0千円

0千円0千円

0千円 0千円
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様式第４号その４（第11条関係）

区　　　　　　　分

現金預金 38,811 千円
令和4年度までに学納金等帰属収入から積立てられた現金預金22,634,226千円
のうち38,811千円を財源に充当

合　　　　　　　計 38,811 千円

設置経費及び経常経費の財源の調達方法を記載した書類

財　源　充　当　額 財　源　の　調　達　方　法
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一 40,292,891千円 46,635,406千円 46,635,406千円

二 41,688,543千円 35,789,992千円 35,789,992千円

三 4,266,038千円 4,220,918千円 4,220,918千円

1 2,091,982千円 2,024,430千円 2,024,430千円

2 2,174,056千円 2,196,487千円 2,196,487千円

四 81,981,434千円 82,425,399千円 82,425,399千円

五 77,715,396千円 78,204,481千円 78,204,481千円

基本財産＋運用財産

純 資 産 ( 四 － 三 )

固 定 負 債

流 動 負 債

負 債 額

運 用 財 産

様式第６号その２（第１１条関係）

財　　産　　目　　録　　総　　括　　表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　度
　　　科　　目

令和3年度末 令和4年度末 申請時

(開設年度の３年前の年度） (開設年度の前々年度） (令和5年3月31日）

基 本 財 産
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科目 本年度末 前年度末 増減

貸 借 対 照 表

2023年3月31日
学校法人愛知淑徳学園

(単位   円)

資産の部

　有形固定資産 46,635,406,337 40,292,891,412 6,342,514,925

固定資産 59,497,403,964 56,274,650,345 3,222,753,619

　その他の固定資産 5,948,907,627 5,476,968,933 471,938,694

　特定資産 6,913,090,000 10,504,790,000 △ 3,591,700,000

資産の部合計 82,425,398,759 81,981,434,005 443,964,754

流動資産 22,927,994,795 25,706,783,660 △ 2,778,788,865

負債の部

本年度末 前年度末科目 増減

22,431,467

△ 45,120,448

固定負債 2,024,429,813 2,091,981,728 △ 67,551,915

負債の部合計 4,220,917,618 4,266,038,066

流動負債 2,196,487,805 2,174,056,338

純資産の部

本年度末 前年度末科目 増減

60,000,000

△ 3,700,000,000

基本金 81,723,823,206 78,307,206,188 3,416,617,018

　第１号基本金 77,310,033,206 70,253,416,188 7,056,617,018

　第２号基本金 2,446,000,000 6,146,000,000

　第３号基本金 1,167,790,000 1,107,790,000

　第４号基本金 800,000,000 800,000,000 0

繰越収支差額 △ 3,519,342,065 △ 591,810,249 △ 2,927,531,816

純資産の部合計 78,204,481,141 77,715,395,939 489,085,202

負債及び純資産の部合計 82,425,398,759 81,981,434,005 443,964,754
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様式第７号その１（第１１条関係）

１　施設又は設備の整備計画

年　度 事　　　項 事 業 規 模 等 実　施　時　期 備　　　考

愛知淑徳大学　長久手キャンパス新1号棟設計
変更他業務

設計変更業務
長久手市片平二丁目9

令和5年4月～令和5年4月
愛知淑徳大学

長久手キャンパス全学部・全研究科共用

愛知淑徳大学長久手キャンパス整備工事　新1
号棟LAN/電話設備工事

新1号棟：鉄骨造　地下1階～地上8階建　面積：延9,641.90㎡
電話配線工事・ネットワーク配線工事
長久手市片平二丁目9

令和5年3月着工
令和5年4月完成

愛知淑徳大学
長久手キャンパス全学部・全研究科共用

愛知淑徳大学長久手キャンパス整備工事　新1
号棟インフラLAN/電話設備工事

新1号棟：鉄骨造　地下1階～地上8階建　面積：延9,641.90㎡
インフラ盛替え工事
長久手市片平二丁目9

令和5年3月着工
令和5年4月完成

愛知淑徳大学
長久手キャンパス全学部・全研究科共用

新1号棟新築工事に伴う構内ケーブル成端・切
替等電話工事他

新1号棟：鉄骨造　地下1階～地上8階建　面積：延9,641.90㎡
構内ケーブル成端・切替等電話工事他
長久手市片平二丁目9

令和5年4月着工
令和5年7月完成予定

愛知淑徳大学
長久手キャンパス全学部・全研究科共用

愛知淑徳大学　長久手キャンパス（仮称）新1号
棟及び（仮称）13号棟新築工事　　建築設計・
監理業務
愛知淑徳大学　長久手キャンパス整備工事

【計画地1】
新1号棟：鉄骨造　地下1階～地上8階建　面積：延9,641.90㎡
連絡通路：鉄骨造　地上2階建　面積：延891.53㎡

新バスターミナル：鉄骨造　地上1階　建築面積278.21㎡
3号棟改修工事：改修面積507.95㎡
5号棟改修工事：改修面積96.89㎡
図書館南棟改修工事：改修面積343.78㎡
11号棟改修工事：改修面積1,625.39㎡
14号棟改修工事：改修面積1,997.46㎡
敷地面積107,311.9㎡
体育館接続改修・10号棟接続・防火設備改修工事
センタースクエア・神社・大階段部造成・外構工事
電気・空調・衛生設備工事
外構工事1-式
解体工事1-式　解体建物面積：延4,318.57㎡
【計画地2】
13号棟　RC造一部鉄骨造　地上3階面積：延8,574.22㎡　建築
面積3,949.28㎡
連絡通路2-1：鉄骨造　地上2階面積：延3.64㎡　建築面積28.48
㎡　該当床面積51.60㎡
連絡通路2-2：鉄骨造　地上2階　建築面積3.02㎡　該当床面積
13.00㎡
敷地面積5,697.40㎡
電気・空調・衛生設備工事1-式
外構工事1-式
【計画地3】
連絡通路3-1：鉄骨造　地上2階　建築面積4.30㎡　該当床面積
18.58㎡
【道路1.2】
上空通路-1：鉄骨造　地上2階　面積：延35.73㎡　建築面積
35.73㎡　該当床面積35.73㎡
上空通路-2：鉄骨造　地上2階　面積：延15.55㎡　建築面積
15.55㎡　該当床面積15.55㎡
上空通路解体建物面積：延34.88㎡
【計画地1】愛知県長久手市片平二丁目9他
【計画地2】愛知県長久手市片平二丁目1404番他
【計画地3】愛知県長久手市片平二丁目1301番他

事　業　計　画　及　び　こ　れ　に　伴　う　予　算　書

事　　　業　　　計　　　画

（設計監理）
令和2年4月～令和5年4月

（施工）
令和3年4月着工

令和6年3月完成予定

愛知淑徳大学
長久手キャンパス全学部・全研究科共用

令和5年度
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年　度 事　　　項 事 業 規 模 等 実　施　時　期 備　　　考

愛知淑徳大学　新1号棟　出入管理システム設
置工事

新1号棟：鉄骨造　地下1階～地上8階建　面積：延9,641.90㎡
出入管理システム・電子錠工事
長久手市片平二丁目9

令和5年4月着工
令和5年5月完成

愛知淑徳大学
長久手キャンパス全学部・全研究科共用

新1号棟　ネットワークの構築
新1号棟：鉄骨造　地下1階～地上8階建　面積：延9,641.90㎡
ネットワーク工事
長久手市片平二丁目9

令和5年5月納入
愛知淑徳大学

長久手キャンパス全学部・全研究科共用

健康栄養科学研究科健康栄養科学専攻設置
に伴う図書購入

内国書　58冊 令和5年度中納品予定
愛知淑徳大学

健康栄養科学研究科健康栄養科学専攻専用

健康栄養科学研究科の教具・校具・備品（院生
研究室備品）

教具・校具・備品　55点 令和5年度中納品予定
愛知淑徳大学

健康栄養科学研究科健康栄養科学専攻専用

食健康科学部食創造科学科の機器備品整備 機器・備品　1,570点 令和5年度中納入予定
愛知淑徳大学

食健康科学部食創造科学科専用

健康医療科学部医療貢献学科理学療法学専
攻及び臨床検査学専攻の備品整備

教具・校具・備品　　959点 令和5年度中納品予定
愛知淑徳大学

健康医療科学部医療貢献学科理学療法学専攻
及び臨床検査学専攻専用

長久手キャンパス 陶板画の製作 学園創立120周年記念の陶板画の製作 令和5年5月納入
愛知淑徳大学

長久手キャンパス全学部共用

長久手キャンパス 1号棟解体に伴うアスベスト
撤去等の追加工事

アスベスト撤去工事、外構追加工事、インフラ盛替え 令和5年6月～令和7年3月
愛知淑徳大学

長久手キャンパス全学部共用

長久手キャンパス 6号棟GHP空調機更新工事
空調機更新工事
長久手市片平二丁目9番

令和5年度中完了予定
愛知淑徳大学

長久手キャンパス全学部共用

長久手キャンパス 7号棟1階ソシオメディアラボ
のリプレイス

PC機器、プレゼンテーション設備更新
長久手市片平二丁目9番

令和5年度中完了予定
愛知淑徳大学

長久手キャンパス全学部共用

長久手キャンパス 10号棟GHP空調機更新工事
空調機更新工事
長久手市片平二丁目9番

令和5年度中完了予定
愛知淑徳大学

長久手キャンパス全学部共用

長久手キャンパス 11号棟3～5階改修工事等

鉄骨・鉄骨鉄筋コンクリート造陸屋根8階建　1,625.39㎡
11号棟3階人間情報学部 ゼミ室、4階一般教室 スポーツ・健康
医科学科、5階スポーツ・健康医科学科改修工事
長久手市片平二丁目9番

令和4年10月着工
令和5年8月完成予定

愛知淑徳大学
人間情報学部　人間情報学科専用

健康医療科学部　スポーツ・健康医科学科専用
長久手キャンパス全学部共用

長久手キャンパス 14号棟改修工事
鉄骨造陸屋根4階建　1,997.46㎡
14号棟 事務局・役員室改修工事
長久手市片平二丁目9番

令和4年8月着工

令和5年4月完成

愛知淑徳大学
長久手キャンパス全学部共用

令和5年度
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年　度 事　　　項 事 業 規 模 等 実　施　時　期 備　　　考

長久手キャンパス 図書館棟1・2階トイレ改修工
事

鉄筋コンクリート造陸屋根地下1階付3階建　55.60㎡
トイレ改修工事
長久手市片平二丁目9番

令和5年9月完了予定
愛知淑徳大学

長久手キャンパス全学部共用

長久手キャンパス 図書館アネックス・アトリエ教
室パソコンの更新

PC機器更新　50台
長久手市片平二丁目9番

令和5年度中完了予定
愛知淑徳大学

長久手キャンパス全学部共用

実験棟新設工事設計監理及び土木設計施工コ
ンサルティング業務

設計監理、コンサルティング業務
長久手市片平二丁目9番

令和4年12月～令和8年3月
愛知淑徳大学

創造表現学部創造表現学科
建築・インテリアデザイン専攻専用

長久手キャンパス 屋内温水プール嵩上げ工事
屋内温水プール嵩上げ工事
長久手市片平二丁目9番

令和5年度中完了予定
愛知淑徳大学

長久手キャンパス全学部共用

長久手キャンパス グラウンド人工芝及び全天候
走路（トラック）の張り替え

人工芝工事及び全天候走路（トラック）張り替え工事　10,930㎡
長久手市片平二丁目9番

令和5年度中完了予定
愛知淑徳大学

長久手キャンパス全学部共用

星が丘キャンパス　1号館5階GHP等空調機更
新工事

空調機更新工事
名古屋市千種区桜が丘23番

令和5年8月～令和5年9月
愛知淑徳大学

星が丘キャンパス全学部共用

長久手キャンパス・星が丘キャンパス
PublicNaviハードウェア更新及びシステムバー
ジョンアップ

PublicNaviハードウェア更新及びシステムバージョンアップ
長久手キャンパス：長久手市片平二丁目9番
星が丘キャンパス：名古屋市千種区桜が丘23番

令和5年度中完了予定
愛知淑徳大学

長久手キャンパス・星が丘キャンパス
全学部共用

長久手キャンパス・星が丘キャンパス
事務パソコンのリプレイス

事務パソコンのリプレイス　400台
長久手キャンパス：長久手市片平二丁目9番
星が丘キャンパス：名古屋市千種区桜が丘23番

令和5年度中完了予定
愛知淑徳大学

長久手キャンパス・星が丘キャンパス
全学部共用

愛知淑徳中学校・高等学校　西棟4・5・6階GHP
空調機更新工事

西棟4・5・6階空調機等更新工事
名古屋市千種区桜が丘23番

令和5年8月完了予定 愛知淑徳中学校・愛知淑徳高等学校共用

愛知淑徳中学校・高等学校普通教室プロジェク
ター関係更新

プロジェクター関係更新　42台
名古屋市千種区桜が丘23番

令和5年度中完了予定 愛知淑徳中学校・愛知淑徳高等学校共用

愛知淑徳高等学校1学年分の生徒1人1台タブ
レット整備

高校1学年分の生徒1人1台タブレット整備　280台
名古屋市千種区桜が丘23番

令和5年10月購入予定 愛知淑徳高等学校専用

令和6年度 該当なし

令和7年度 該当なし

令和5年度
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様式第１０号その１（第１２条関係）　

（収入の部） （単位：千円）

令和7年度

学生生徒納付金収入 5,109 9,120

手数料収入 225 225

寄付金収入 0 0

補助金収入 0 0

資産売却収入 0 0

付随事業・収益事業収入 0 0

受取利息・配当金収入 0 0

雑収入 0 0

借入金等収入 0 0

前受金収入 0 0

その他の収入 0 0

資金収入調整勘定 0 0

前年度繰越支払資金 0 0

収入の部合計 5,334 9,345

（支出の部）

令和7年度

人件費支出 0 0

教育研究経費支出 1,967 4,018

管理経費支出 533 1,064

借入金等利息支出 0 0

借入金等返済支出 0 0

施設関係支出 0 0

設備関係支出 0 0

資産運用支出 0 0

その他の支出 0 0

[ 予備費 ] 0 0

資金支出調整勘定 0 0

翌年度繰越支払資金 0 0

支出の部合計 2,500 5,082

健康栄養科学研究科 健康栄養科学研究科

    　　                         年　度
　科　目

開　設　年　度

資　金　収　支　予　算　決　算　総　括　表

    　　                          年　度
　科　目

開　設　年　度

健康栄養科学研究科 健康栄養科学研究科
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様式第１０号その２（第１２条関係）　

（単位  千円）

令和7年度

学生生徒等納付金 5,109 9,120

手数料 225 225

寄付金 0 0

経常費等補助金 0 0

付随事業収入 0 0

雑収入 0 0

教育活動収入計　　 5,334 9,345

人件費 0 0

教育研究経費 1,967 4,018

管理経費 533 1,064

徴収不能額等 0 0

教育活動支出計　　 2,500 5,082

教育活動収支差額　 2,834 4,263

受取利息・配当金 0 0

その他の教育活動外収入 0 0

教育活動外収入計　　 0 0

借入金等利息 0 0

その他の教育活動外支出 0 0

教育活動外支出計　　 0 0

教育活動外収支差額　　 0 0

2,834 4,263

資産売却差額 0 0

その他の特別収入 0 0

特別収入計 0 0

資産処分差額 0 0

その他の特別支出 0 0

特別支出計 0 0

特別収支差額 0 0

0 0

2,834 4,263

0 0

2,834 4,263

0 0

0 0

0 0

5,334 9,345

2,500 5,082

事業活動収入計

事業活動支出計

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

(参考)

経常収支差額

特
別
収
支

収
入

支
出

〔予備費〕

基本金組入前当年度収支差額

教
育
活
動
収
支

収
入

支
出

教
育
活
動
外
収
支

収
入

支
出

健康栄養科学研究科

事　業　活　動　収　支　予　算　決　算　総　括　表

開設年度                                                                年　　度

科　　目
健康栄養科学研究科
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